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「南極・北極科学館  夏の企画展示」開催中！ 『HotでCoolな北極のひみつ』
「HotでCoolな北極のひみつ」をテーマに、北極と南極の違い、環境問題、北極の最新研究・観測の
成果などについて展示しています。夏休みの自由研究の課題としてもオススメ。期間限定スタッフの
ホッキョクグマがお出迎えします！
2015年7月4日（土）～2015年9月12日（土）　 
10：00～17：00　日・月・祝日休み
成瀬廉二（なるせ　れんじ）
1942年、京都生まれ。北海道大学大学院理学研究科修了。理学
博士。1968～2006年、北大低温科学研究所にて氷河・氷床の
研究と大学院教育に従事。第10次・第14次南極観測越冬隊員、
第34次南極観測夏隊長。パタゴニア氷河調査：計10回。2006年
から鳥取市を拠点にNPO法人氷河・雪氷圏環境研究舎を主宰。
Profile
日本南極観測の55年の歴史の中で、死亡に至る野
外事故は第4次越冬隊（1960年）のブリザ ドー（猛吹
雪）による遭難一件のみである。この後、南極ではさま
ざまな安全対策が徹底されてきたし、ブリザ ドーは突
然来襲ということはなく予測ができるので、以来重大
な事故はない。
一方、南極の野外活動で常に危険が潜み、予知が
難しいのがクレバス（割れ目）である。クレバスは、氷
河の急傾斜部や山脈の周辺で氷の流れが変化する
場所に発達する。裸氷域なら表面の凹凸は明瞭だが、
積雪から裸氷への遷移地帯では雪に被われたヒドン（隠
れ）クレバスが出現しやすいので、最も警戒を要する。
南極観測隊では今までに、クレバスや海氷クラック
に雪上車や人が転落したり、落ちそうになったり、運
が悪ければ大事故になるヒヤリハット事例は数多くあ
る。中でも、1989年セールロンダーネ山脈にて隕石探
査隊の雪上車がヒドンクレバスに転落し、3名が重傷
を負いながら救出された際どい事故もあった。　　　
第14次内陸旅行隊は4年前の第10次隊が開拓し
たル トーをたどってやまと山脈を往復した。ル トー方位
表には「クレバス幅2m」とかのメモが記されていた。
それは警報としては役立つが、安全な迂回ル トーを指
示するものではない。4年もたてば氷は数十m流れ、
古いクレバスは閉じ、新たに生成される。そのため既
知のル トーを旅行する場合でも、初回と同様な判断と
対処が必要である（写真）。
同旅行の後半、クレバス帯を抜けた後の1974年1
月1日夜、昭和基地の平沢威男隊長から「“ふじ”の近く
の氷山で自衛隊員がクレバスに転落して亡くなった」
旨の通信を受けとった。「何のために氷山に上がった
のか」 「ヒドンだったのだろうか」などと思ったが、詳細
な続報はなかった。
その後も本件についてはあまり公にされていないの
で、一般にはほとんど知られていない。第15次夏隊概
報（村山雅美、1974）には「元旦の午後、氷山のクレバ
スに○○兵曹を失う不慮の事故があった」と、短く１行
のみ記述されている。日本の南極活動中の死亡事故
は、ブリザ ドー遭難に次いでこれが2例目ということに
なる。しかし死者は観測隊員ではないので、日本南極
観測隊の事故には含められてはいない。
クレバスの深さは一般に30mを超えることはない。
それより深いところで割れ目ができても、氷の圧力によっ
て閉じてしまうからである。そのクレバスに転落すると、
途中で引っかかって止まることもあるが、運が悪く底
まで一気に落下すると致命的な事故になり得る。南
極に限らず山岳地の氷河でも、常にクレバスへの抜
かりない対策と慎重な行動が求められる。
やまと山脈付近の雪原上
のヒドンクレバス（雪上車
の位置から右手前に向か
う溝状の表面）。クレバス
内の雪は固いが、迂回し
て幅の狭いところを横断
する（1973年12月）。
開催期間
※期間中の8月8日（土）、国立極地研究所
一般公開「極地研探検2015」も開催されま
す。詳細は極地研HPを参照ください。
http://www.nipr.ac.jp/tanken2015/
